
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

読
替
表

○

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
九
第
三
項
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
五
条
の
読
替
え

１

○

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
九
第
三
項
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
法
第
百
三
条
の
読
替
え

５

○

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
九
第
三
項
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
第
三
条
の
二
の
読
替
え

７
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○
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
九
第
三
項
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
五
条
の
読
替
え

（

は
読
替
部
分
）
（

は
当
然
読
替
部
分
）
（

は
改
正
に
係
る
読
替
部
分
）

改
正
後
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三

改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十

読
替
前
の
土
地
区
画
整
理
法
第
五
十
五
条

十
九
第
三
項
に
よ
る
読
替
後
の
土
地
区
画
整
理
法
第

九
第
三
項
に
よ
る
読
替
後
の
土
地
区
画
整
理
法
第
五
十

五
十
五
条

五
条

（
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
）

（
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
）

（
事
業
計
画
の
決
定
及
び
変
更
）

第
五
十
五
条

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
第
五
十
二
条

第
五
十
五
条

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
第
五
十
二
条

第
五
十
五
条

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
第
五
十
二
条

第
一
項
の
事
業
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

第
一
項
の
事
業
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

第
一
項
の
事
業
計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
政
令

い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
政
令

い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
計
画
を
二
週
間
公

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
計
画
を
二
週
間
公

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
計
画
を
二
週
間
公

衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
後
段
は

衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
後
段
は

衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

適
用
除
外
】

適
用
除
外
】

に
お
い
て
は
、
市
町
村
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の

事
業
計
画
を
都
道
府
県
知
事
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

利
害
関
係
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

２

利
害
関
係
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

２

利
害
関
係
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供

さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
に
お

さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
に
お

さ
れ
た
事
業
計
画
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
指
定
都
市
の
市

て
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
指
定
都
市
の
市

て
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
都
道
府
県
知
事

長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

、
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て

、
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て

都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

指
定
都
市
の
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見

３

指
定
都
市
の
市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
市

書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
都

の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
都
道

町
村
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

府
県
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。

な
い
。

い
。

４

指
定
都
市
の
市
長
は
、
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会

４

指
定
都
市
の
市
長
は
、
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議

４

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会

が
前
項
の
意
見
書
の
内
容
を
審
査
し
、
そ
の
意
見
書

会
が
前
項
の
意
見
書
の
内
容
を
審
査
し
、
そ
の
意
見

が
前
項
の
意
見
書
の
内
容
を
審
査
し
、
そ
の
意
見
書

に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
議
決
し
た
場

書
に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
議
決
し
た

に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
議
決
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
が
定
め
よ
う
と
す
る
事

場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
都
市
が
定
め
よ
う
と
す
る

合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
が
定
め
よ
う
と
す
る
事

業
計
画
に
つ
い
て
は
自
ら
必
要
な
修
正
を
加
え
、
市

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
自
ら
必
要
な
修
正
を
加
え
、

業
計
画
に
つ
い
て
は
自
ら
必
要
な
修
正
を
加
え
、
市

町
村
が
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
そ

市
町
村
が
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
は

町
村
が
定
め
よ
う
と
す
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
そ

の
市
町
村
に
対
し
必
要
な
修
正
を
加
え
る
べ
き
こ
と

そ
の
市
町
村
に
対
し
必
要
な
修
正
を
加
え
る
べ
き
こ

の
市
町
村
に
対
し
必
要
な
修
正
を
加
え
る
べ
き
こ
と

を
求
め
【
修
正
の
要
求
は
適
用
除
外
】
、
市
町
村
都

と
を
求
め
【
修
正
の
要
求
は
適
用
除
外
】
、
都
道
府

を
求
め
、
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
が
そ
の
意
見

市
計
画
審
議
会
が
そ
の
意
見
書
に
係
る
意
見
を
採
択

県
都
市
計
画
審
議
会
が
そ
の
意
見
書
に
係
る
意
見
を

書
に
係
る
意
見
を
採
択
す
べ
き
で
な
い
と
議
決
し
た

す
べ
き
で
な
い
と
議
決
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

採
択
す
べ
き
で
な
い
と
議
決
し
た
場
合
に
お
い
て
は

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
意
見
書
を
提
出
し
た

の
旨
を
意
見
書
を
提
出
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば

、
そ
の
旨
を
意
見
書
を
提
出
し
た
者
に
通
知
し
な
け

者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
内
容
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二

い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二

い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
第
二
章
第
三
節
（
第
二

十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
二
条
第
二
項
、
第
三

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第

十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
四
十
一
条
第
三
項
及
び
第

四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

四
十
二
条
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は

場
合
に
お
い
て
、
同
節
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は

、
「
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
」
と
読
み
替
え
る
も

、
「
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
」
と
読
み
替
え
る

、
「
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
」
と
読
み
替
え
る

の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

６

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
が
第
四
項
の
規
定
に

６

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
が
第
四
項
の
規
定
に

６

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
が
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
事
業
計
画
に
修
正
を
加
え
た
場
合
（
政
令
で
定

よ
り
事
業
計
画
に
修
正
を
加
え
た
場
合
（
政
令
で
定

よ
り
事
業
計
画
に
修
正
を
加
え
た
場
合
（
政
令
で
定

め
る
軽
微
な
修
正
を
加
え
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お

め
る
軽
微
な
修
正
を
加
え
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お

め
る
軽
微
な
修
正
を
加
え
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お

い
て
は
、
そ
の
修
正
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
更
に

い
て
は
、
そ
の
修
正
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
更
に

い
て
は
、
そ
の
修
正
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
更
に

第
一
項
か
ら
本
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
を
行
う
べ

第
一
項
か
ら
本
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
を
行
う
べ

第
一
項
か
ら
本
項
ま
で
に
規
定
す
る
手
続
を
行
う
べ
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き
も
の
と
す
る
。

き
も
の
と
す
る
。

き
も
の
と
す
る
。

７

第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
申
請
す

７

第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
申
請
す

７

第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
申
請
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
施
行
地
区
（
施
行
地
区
を
工

る
場
合
に
お
い
て
は
、
施
行
地
区
（
施
行
地
区
を
工

る
場
合
に
お
い
て
は
、
施
行
地
区
（
施
行
地
区
を
工

区
に
分
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
施
行
地
区
及
び
工

区
に
分
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
施
行
地
区
及
び
工

区
に
分
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
施
行
地
区
及
び
工

区
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
設
計
の

区
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
設
計
の

区
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
設
計
の

概
要
を
表
示
す
る
図
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

概
要
を
表
示
す
る
図
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

概
要
を
表
示
す
る
図
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

い
。

８

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
十

８

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
十

８

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
し
た
場
合
に
お
い

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
し
た
場
合
に
お
い

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
可
を
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
大
臣
に
あ
つ
て
は
関

て
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
大
臣
に
あ
つ
て
は
関

て
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
大
臣
に
あ
つ
て
は
関

係
市
町
村
長
に
、
都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
国
土

係
市
町
村
長
に
、
都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
国
土

係
市
町
村
長
に
、
都
道
府
県
知
事
に
あ
つ
て
は
国
土

交
通
大
臣
及
び
関
係
市
町
村
長
に
前
項
の
図
書
の
写

交
通
大
臣
及
び
関
係
市
町
村
長
に
前
項
の
図
書
の
写

交
通
大
臣
及
び
関
係
市
町
村
長
に
前
項
の
図
書
の
写

し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
第
五
十
二
条
第
一
項
の

９

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
第
五
十
二
条
第
一
項
の

９

都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
第
五
十
二
条
第
一
項
の

事
業
計
画
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県

事
業
計
画
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県

事
業
計
画
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県

知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
省

知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
省

知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
遅
滞
な
く
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
施
行
者
の
名
称
、
事

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
施
行
者
の
名
称
、
事

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
施
行
者
の
名
称
、
事

業
施
行
期
間
、
施
行
地
区
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で

業
施
行
期
間
、
施
行
地
区
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で

業
施
行
期
間
、
施
行
地
区
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
め
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
め
る
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
町
村
長
は
、
前
項
の
公
告
の
日
か
ら
第
百
三
条

市
町
村
長
は
、
前
項
の
公
告
の
日
か
ら
第
百
三
条

市
町
村
長
は
、
前
項
の
公
告
の
日
か
ら
第
百
三
条

10

10

10

第
四
項
の
公
告
の
日
ま
で
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

第
四
項
の
公
告
の
日
ま
で
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

第
四
項
の
公
告
の
日
ま
で
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
第
八
項
の
図
書
を
当
該
市
町
村
の
事
務
所

に
よ
り
、
第
八
項
の
図
書
を
当
該
市
町
村
の
事
務
所

に
よ
り
、
第
八
項
の
図
書
を
当
該
市
町
村
の
事
務
所

に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

。

。

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
第
九
項
の
公
告
が
あ

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
第
九
項
の
公
告
が
あ

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
第
九
項
の
公
告
が
あ

11

11

11

る
ま
で
は
、
事
業
計
画
を
も
つ
て
第
三
者
に
対
抗
す

る
ま
で
は
、
事
業
計
画
を
も
つ
て
第
三
者
に
対
抗
す

る
ま
で
は
、
事
業
計
画
を
も
つ
て
第
三
者
に
対
抗
す
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る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
第
五
十
二
条
第
一
項

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
第
五
十
二
条
第
一
項

都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、
第
五
十
二
条
第
一
項

12

12

12

の
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
た
設
計
の
概
要
の
変
更

の
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
た
設
計
の
概
要
の
変
更

の
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
た
設
計
の
概
要
の
変
更

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変

更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は

更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は

更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は

、
そ
の
変
更
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
国

、
そ
の
変
更
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
国

、
そ
の
変
更
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
あ
つ
て
は
国

土
交
通
大
臣
の
、
市
町
村
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知

土
交
通
大
臣
の
、
市
町
村
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知

土
交
通
大
臣
の
、
市
町
村
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
知

事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
指
定
都

事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
【
指
定
都

事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
は
国
土
交
通
大
臣
認
可
】

市
は
国
土
交
通
大
臣
認
可
】

第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
五
十
二

第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
五
十
二

第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
五
十
二

13

13

13

条
第
一
項
の
事
業
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

条
第
一
項
の
事
業
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

条
第
一
項
の
事
業
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合

（
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場

（
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場

（
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
第
八
項
の
規
定
は
、
設

合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
第
八
項
の
規
定
は
、
設

合
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
第
八
項
の
規
定
は
、
設

計
の
概
要
の
変
更
の
認
可
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

計
の
概
要
の
変
更
の
認
可
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

計
の
概
要
の
変
更
の
認
可
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
同
条
第
一

第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
同
条
第
一

第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
同
条
第
一

項
の
事
業
計
画
の
変
更
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用

項
の
事
業
計
画
の
変
更
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用

項
の
事
業
計
画
の
変
更
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
項
及
び
第
八
項

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
項
及
び
第
八
項

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
項
及
び
第
八
項

中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

五
条
第
十
二
項
」
と
、
第
七
項
中
「
を
表
示
す
る
」

五
条
第
十
二
項
」
と
、
第
七
項
中
「
を
表
示
す
る
」

五
条
第
十
二
項
」
と
、
第
七
項
中
「
を
表
示
す
る
」

と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
の
変
更
を
表
示
す
る
」
と

と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
の
変
更
を
表
示
す
る
」
と

と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
の
変
更
を
表
示
す
る
」
と

、
第
九
項
中
「
を
公
告
し
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い

、
第
九
項
中
「
を
公
告
し
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い

、
第
九
項
中
「
を
公
告
し
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い

て
の
変
更
に
係
る
事
項
を
公
告
し
」
と
、
第
十
一
項

て
の
変
更
に
係
る
事
項
を
公
告
し
」
と
、
第
十
一
項

て
の
変
更
に
係
る
事
項
を
公
告
し
」
と
、
第
十
一
項

中
「
事
業
計
画
を
も
つ
て
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
計

中
「
事
業
計
画
を
も
つ
て
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
計

中
「
事
業
計
画
を
も
つ
て
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
計

画
の
変
更
を
も
つ
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

画
の
変
更
を
も
つ
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

画
の
変
更
を
も
つ
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。
【
第
四
項
の
修
正
の
要
求
に
関
す
る
規
定
は
適
用

。
【
第
四
項
の
修
正
の
要
求
に
関
す
る
規
定
は
適
用

。

対
象
外
で
あ
る
の
で
準
用
の
対
象
で
は
な
い
。
】

対
象
外
で
あ
る
の
で
準
用
の
対
象
で
は
な
い
。
】
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○
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
九
第
三
項
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
法
第
百
三
条
の
読
替
え

（

は
読
替
部
分
）
（

は
当
然
読
替
部
分
）

改
正
後
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三

改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十

読
替
前
の
土
地
区
画
整
理
法
第
百
三
条

十
九
第
三
項
に
よ
る
読
替
後
の
土
地
区
画
整
理
法
第

九
第
三
項
に
よ
る
読
替
後
の
土
地
区
画
整
理
法
第
百
三

百
三
条

条

（
換
地
処
分
）

（
換
地
処
分
）

（
換
地
処
分
）

第
百
三
条

換
地
処
分
は
、
関
係
権
利
者
に
換
地
計
画

第
百
三
条

換
地
処
分
は
、
関
係
権
利
者
に
換
地
計
画

第
百
三
条

換
地
処
分
は
、
関
係
権
利
者
に
換
地
計
画

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
関
係
事
項
を
通
知
し
て
す
る

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
関
係
事
項
を
通
知
し
て
す
る

に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
関
係
事
項
を
通
知
し
て
す
る

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

２

換
地
処
分
は
、
換
地
計
画
に
係
る
区
域
の
全
部
に

２

換
地
処
分
は
、
換
地
計
画
に
係
る
区
域
の
全
部
に

２

換
地
処
分
は
、
換
地
計
画
に
係
る
区
域
の
全
部
に

つ
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
後

つ
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
後

つ
い
て
土
地
区
画
整
理
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
後

に
お
い
て
、
遅
滞
な
く
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
お
い
て
、
遅
滞
な
く
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
お
い
て
、
遅
滞
な
く
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
規
準
、
規
約
、
定
款
又
は
施
行
規
程
に
別

た
だ
し
、
規
準
、
規
約
、
定
款
又
は
施
行
規
程
に
別

た
だ
し
、
規
準
、
規
約
、
定
款
又
は
施
行
規
程
に
別

段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
換
地
計
画
に

段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
換
地
計
画
に

段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
換
地
計
画
に

係
る
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
工
事
が
完
了
す
る
以
前

係
る
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
工
事
が
完
了
す
る
以
前

係
る
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
工
事
が
完
了
す
る
以
前

に
お
い
て
も
換
地
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
お
い
て
も
換
地
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
お
い
て
も
換
地
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

個
人
施
行
者
、
組
合
、
区
画
整
理
会
社
又
は
機
構

３

個
人
施
行
者
、
組
合
、
区
画
整
理
会
社
又
は
機
構

３

個
人
施
行
者
、
組
合
、
区
画
整
理
会
社
、
市
町
村

等
は
、
換
地
処
分
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞

等
は
、
換
地
処
分
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞

又
は
機
構
等
は
、
換
地
処
分
を
し
た
場
合
に
お
い
て

な
く
、
そ
の
旨
を
指
定
都
市
の
市
長
に
届
け
出
な
け

な
く
、
そ
の
旨
を
指
定
都
市
の
市
長
に
届
け
出
な
け

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
【
施
行
者
が
機
構
等
で
あ
る
場
合

れ
ば
な
ら
な
い
。
【
施
行
者
が
機
構
等
で
あ
る
場
合

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
権
限
移
譲
の
対
象
外
】

は
権
限
移
譲
の
対
象
外
】

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
換
地
処
分
を
し
た
場
合
に
お

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
換
地
処
分
を
し
た
場
合
に
お

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
換
地
処
分
を
し
た
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
て
は
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
て
は
、
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
都
市
の
市
長
は
、
指
定
都
市
が
換
地
処
分
を
し

指
定
都
市
の
市
長
は
、
指
定
都
市
が
換
地
処
分
を
し

都
道
府
県
知
事
は
、
都
道
府
県
が
換
地
処
分
を
し
た
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た
場
合
又
は
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

た
場
合
又
は
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て

場
合
又
は
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は

は
、
換
地
処
分
が
あ
つ
た
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な

は
、
換
地
処
分
が
あ
つ
た
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な

、
換
地
処
分
が
あ
つ
た
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

ら
な
い
。

ら
な
い
。

な
い
。

５

換
地
処
分
の
結
果
、
市
町
村
の
区
域
内
の
町
又
は

５

換
地
処
分
の
結
果
、
市
町
村
の
区
域
内
の
町
又
は

５

換
地
処
分
の
結
果
、
市
町
村
の
区
域
内
の
町
又
は

字
の
区
域
又
は
名
称
に
つ
い
て
変
更
又
は
廃
止
を
す

字
の
区
域
又
は
名
称
に
つ
い
て
変
更
又
は
廃
止
を
す

字
の
区
域
又
は
名
称
に
つ
い
て
変
更
又
は
廃
止
を
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の

公
告
に
係
る
換
地
処
分
の
効
果
及
び
こ
れ
ら
の
変
更

公
告
に
係
る
換
地
処
分
の
効
果
及
び
こ
れ
ら
の
変
更

公
告
に
係
る
換
地
処
分
の
効
果
及
び
こ
れ
ら
の
変
更

又
は
廃
止
の
効
力
が
同
時
に
発
生
す
る
よ
う
に
、
そ

又
は
廃
止
の
効
力
が
同
時
に
発
生
す
る
よ
う
に
、
そ

又
は
廃
止
の
効
力
が
同
時
に
発
生
す
る
よ
う
に
、
そ

の
公
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
公
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
公
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

換
地
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
の

６

換
地
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
の

６

換
地
処
分
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
第
三
章
の

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

規
定
は
、
適
用
し
な
い
。



- 7 -

○
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
九
第
三
項
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
第
三
条
の
二
の
読
替
え

（

は
読
替
部
分
）

改
正
後
の
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
三
十
九
第
三
項
に
よ
る
読
替
後

読
替
前
の
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
第
三
条
の
二

の
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
第
三
条
の
二

（
意
見
書
の
内
容
の
審
査
の
方
法
）

（
意
見
書
の
内
容
の
審
査
の
方
法
）

第
三
条
の
二

法
第
二
十
条
第
四
項
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
条
の
二

法
第
二
十
条
第
四
項
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
五
十
一
条
の
八
第
四
項

場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
五
十
一
条
の
八
第
四
項

（
法
第
五
十
一
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項

（
法
第
五
十
一
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

律
第
六
十
八
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い

律
第
六
十
八
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い

て
は
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
）
第
八

て
は
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
）
第
八

条
の
規
定
を
、
法
第
二
十
条
第
四
項
又
は
第
五
十
一
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準

条
の
規
定
を
、
法
第
二
十
条
第
四
項
又
は
第
五
十
一
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ

用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ

い
て
は
同
令
第
九
条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

い
て
は
同
令
第
九
条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
令
第
八
条
及
び
第
九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、

同
令
第
八
条
及
び
第
九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、

同
令
第
八
条
中
「
総
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
読
み
替
え
る

同
令
第
八
条
中
「
総
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
十
五
条
第
五
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

２

法
第
五
十
五
条
第
五
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十

一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
行
政
不
服
審
査
法
施

一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
行
政
不
服
審
査
法
施

行
令
第
八
条
の
規
定
を
、
法
第
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服

行
令
第
八
条
の
規
定
を
、
法
第
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服

審
査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
同
令
第
九

審
査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
同
令
第
九

条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
八
条
及
び

条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
八
条
及
び

第
九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
都
市
計
画
審
議
会
」
と
、
同
令
第

第
九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
」
と
、
同
令
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八
条
中
「
総
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

第
八
条
中
「
総
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の

す
る
。

と
す
る
。

３

法
第
六
十
九
条
第
四
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

３

法
第
六
十
九
条
第
四
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一

条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
行
政
不
服
審
査
法
施
行

条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
行
政
不
服
審
査
法
施
行

令
第
八
条
の
規
定
を
、
法
第
六
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審

令
第
八
条
の
規
定
を
、
法
第
六
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審

査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
同
令
第
九
条

査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は
同
令
第
九
条

の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
八
条
及
び
第

の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第
八
条
及
び
第

九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
令
第
八
条
中
「
総

九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
令
第
八
条
中
「
総

務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
七
十
一
条
の
三
第
九
項
（
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

４

法
第
七
十
一
条
の
三
第
九
項
（
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第

む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第

三
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
行
政
不
服
審
査

三
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
に
つ
い
て
は
行
政
不
服
審
査

法
施
行
令
第
八
条
の
規
定
を
、
法
第
七
十
一
条
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
施
行
令
第
八
条
の
規
定
を
、
法
第
七
十
一
条
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る

行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は

行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
に
つ
い
て
は

同
令
第
九
条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第

同
令
第
九
条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
令
第

八
条
及
び
第
九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県

八
条
及
び
第
九
条
中
「
審
理
員
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県

知
事
」
と
、
同
令
第
八
条
中
「
総
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と

知
事
」
と
、
同
令
第
八
条
中
「
総
務
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


